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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、歴史的にみた鉄道などの大量輸送機関が、都市の

産業発展に果たした役割を明らかにすることである。都市の産業振興上必要だった物資輸送の

ために輸送機関の変遷を明らかにするとともに、環境負荷の小さい輸送機関である水運と鉄道

が、都市の物流システムとして過去に成立した理由が明らかとなった。これにより、都市の物

流システムとしての利用可能性が明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）： This paper investigated how freight transport system 
influenced the development of cities in Japan.  It describes how the Japanese in the 
Edo-era utilized water transport to support the growing population and economic 
activity. And, railway transport system was put in place during Meiji- Era to make the 
collection and distribution of goods and commodities. This paper clarified key 
elements to introduce these environmental friendly transport systems. 
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１．研究開始当初の背景 

東京、ロンドン、パリなどの世界の大都市

の多くは、海や河川に面している。これは生

活物資が供給できなければ都市が成立しな

かったため、自動車や鉄道のない時代には、

海運や河川舟運の便の良い場所が選ばれた

からである。そして、市民に生活物資を供給

するために、幹線輸送や都市内配送を考慮し

た物流システムが必要だった。我が国で物流

システムが確立した時期は、江戸時代と考え

て良いだろう。というのは、廻船航路開発や

河川舟運のための河川改修など、さまざまな



事業がこの時代に行われたからである。 
水運の次には鉄道の時代となるが、そのと

き全国で軌間の狭い軽便鉄道が発達した。軌

間 762mm の鉄道が多く、人や牛馬を動力と

したものもあった。そして本格的な鉄道の時

代になると、狭軌（1067mm）の鉄道が普及

するとともに、軽便鉄道の一部は狭軌に改軌

されていった。さらに鉄道が本格的に敷設さ

れるようになって、貨物の輸送に利用されて

いくことで、貨物輸送の主役が水運から鉄道

へと替わり、現在では都市内の物流は自動車

が主要輸送機関となっている。 
現在の物流の主役である貨物自動車は、他

の輸送機関よりも多く CO2 を排出する。こ

のため環境負荷削減を目指すためには、物流

においても貨物自動車に替わる輸送機関が

望まれている。 
一方で、水運や鉄道は環境負荷が小さく、

物流システムとしても見直されつつある。 
そこで、江戸期以降の廻船航路・河川舟

運・軽便鉄道の発達の過程を明らかにし、鉄

道の延伸にともなう都市の発展衰退を明ら

かにすることは、環境負荷の小さい都市物流

システム構築を考える上で、意義が深い。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、歴史的にみた鉄道などの

大量輸送機関が、都市の産業発展に果たした

役割を明らかにすることである。 
すなわち第１に、我が国の流通形態が完成

した江戸期に着目して、これを支えた廻船航

路と河川舟運の特徴、および都市との関係を

明らかにすることである。これは、廻船航路

開発が物資の二大発着地である江戸と大阪

を大都市へと変え、河川舟運では河岸の立地

が都市の原型となったと考えられるからで

ある。（第２章、第３章） 
次に明治維新以後の富国強兵の時代に活

躍した軽便鉄道（軌間 762mm）に着目する。

これは石炭輸送などの産業上の必要性を含

め、都市の産業の発展衰退とともに、その役

割を発揮したからである。（第４章） 
そして狭軌（1067mm）の鉄道については、

江戸時代以降、関東の主要都市として発展し

てきた川越に着目し、主要輸送機関の変遷と

物資輸送の変化を明らかにする。これは川越

が、物資輸送の主要機関が河川舟運から鉄道

へと変化する過程で、地域の発展形態を示し

ていると考えたからである。（第５章） 
また輸送機関の発達にともなう物資輸送

の変化については、高崎線と両毛線を対象に

分析を進める。これは、輸送機関の発達が産

業振興に与えた影響を明らかにしたいと考

えたことによる。（第６章） 
以上を通じて、環境負荷の小さい輸送機関

である水運と鉄道が、都市の物流システムと

して過去に成立した理由と、これからの都市

の物流システムとしての利用可能性を明ら

かにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 

本研究は、いわゆる古文書を読み解くよう

な丹念な歴史研究とは異なっている。 
むしろ、物流やロジスティクス、ないし都

市計画・交通計画を基本的な考え方にもとづ

き、「都市の発展には輸送機関が必要であり、

水運や鉄道などの輸送機関がそれぞれの特

徴を活かしていた」という仮説を設けて、こ

の仮説を既存の資料にもとづき検証してい

く形をとっている。 
この考え方にしたがって、廻船航路開発と

河川舟運の特徴と都市の関係を明らかにし、

次に軽便鉄道の発達から鉄道と産業の相互

関係を明らかにする。そして関東地域の川越

を対象に河川舟運から鉄道への輸送機関の

変化と、高崎線・両毛線における輸送物資の

変化を明らかにした。 

 

４．研究成果 

本研究では、廻船航路開発、河川舟運、軽

便鉄道の歴史的変遷をたどり、さらに川越や

高崎線などに着目して、物資輸送の変遷を明

らかにしてきた。 
これを通じて、物資輸送システムの計画で

は、以下のことが明らかになった。 
第１に、江戸期の廻船航路開発では、単に

航路の開発だけでなく、物資の発着地や寄港

地など整備が同時に行われ、さらには交通管

制や商品管理などの物流システムの開発も

行われたことである。これは物流システムの

構築には、単なるハードの開発だけでなく、

様々なソフトな仕組みづくりが不可欠であ

ることを示している。（第２章） 
第２に、江戸期の河川舟運では、河岸と呼

ばれる寄港地が現在の都市の原型だったこ

とである。蔵や商人町のある小江戸や小京都

と呼ばれる街は、往時の繁栄した街でもある。

しかし河川舟運で栄えた都市は、その後鉄道

の発達にともない衰退していった。一方で、

東京や大阪は、主要輸送機関の変遷の波を乗

り継ぎながら発展を続けてきたのである。都

市の成立に物資輸送路の確保が必須条件だ

ったとすれば、当初水辺に面した都市が、主

要輸送機関の変遷にともない発展したり衰

退したりしたということになる。（第４章） 
第３は、明治期の産業の発展にともない、



軽便鉄道（軌間 762mm が多い）という新た

な物資輸送機関が活躍したことである。当時

の輸出産業である石炭を運ぶために軽便鉄

道が敷設された例は多い。しかし軽便鉄道は、

産業の衰退により廃止されたり、狭軌への改

軌により姿を消していった。そして貨物自動

車が出現してからは、物資輸送の主役の座を

譲り、現在ではほとんど見ることができない。

しかしながら、貨物自動車に偏りすぎた現在

の輸送構造から考えれば、輸送品目に特化し

た軽便鉄道のような鉄道が、モノレールや軽

量軌道交通 （Light Rail Transit）などと

名を変えて出現する可能性もあるだろう。 
第４は、狭軌（1067mm）の鉄道の開通を

たどりながら、川越周辺地域の物資輸送の変

化を明らかにしたことである。特に、物資輸

送の主要機関が河川舟運から鉄道へと変化

する過程で、地域の輸送形態が変わっていっ

た。また高崎線や両毛線のように、明治期の

代表的な輸出品であった生糸や絹製品の輸

出のために、敷設された鉄道もあった。この

ことからも、輸送機関の変遷が都市の産業上

での優位性に大きく影響してきたことが明

らかである。（第５章、第６章） 
我が国の主要輸送機関は、水運に始まり、

鉄道から貨物自動車へと変化してきた。これ

にともない、都市の発展衰退が繰り返されて

きた。 
一方で現在は貨物自動車が主要であるも

のの、環境負荷削減を考えるのであれば、貨

物自動車に替わる輸送機関が望まれている。

この意味で舟運や軽便鉄道や鉄道などが見

直されても良い。すなわち、現代の都市にと

って不可欠な「環境負荷の小さい物流システ

ム構築」のヒントは、実は過去の舟運や鉄道

にあると言っても良いのである。 
もう一つの重要な知見は、過去の物資輸送

システムの計画が、大きなコンセプトにもと

づき計画されてきたことである。すなわち、

一般論で言えば、現在の知識と能力で、将来

のすべてを見通すことは難しい。将来を計画

するためには予測が必ず必要であるが、予測

の前提となる仮定が社会情勢や生活行動に

よって変わり、予測結果が実際と異なること

もしばしば起きる。また、時代を経て新たな

知見が追加されたり、技術が進歩することも

ある。だからこそ過去から学ぶべきことは、

「今とは異なる将来の社会変化や、今は不確

実でも後世には確実となるだろう技術進歩」

の存在である。そして、「数値だけに頼るの

でなく、将来の社会変化を見据えること」が

重要性なのである。 

 しかしながら公共施設整備に代表される近

年の物資輸送システム開発では、「ムダの排

除」、「費用対効果の 大化」、「限界設計」

などの用語を安易に使いがちだ。そこには、

「ゆとりも配慮も無いギリギリの設計や 小

費用の選択こそが、 大の利益を生む」とい

う前提がある。しかし過去の計画事例を丹念

に見れば、次世代に「ゆとりある資産」を引

き継ぐことが重要と考えられていた。 

 以上の、「環境にやさしい物資輸送システ

ムの導入方法」と「ゆとりある資産の継承の

重要性」の二つの点が、本研究で明らかにな

った。 
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